
 
 
 

令和６年 10 月 25日 

消 防 庁  
感震ブレーカーの普及推進に向けた会議の開催 

 

 

 

 

１ 背景・目的 

本年１月１日に発生した能登半島地震の教訓を踏まえた今後の対応について、「輪島市

大規模火災を踏まえた消防防災対策のあり方に関する検討会」を開催し、感震ブレーカー

等の普及に向けた取組などの地震火災対策等について検討を実施し、とりまとめを行いま

した。 

また、災害対策基本法に基づく防災基本計画において感震ブレーカーの普及推進が盛り

込まれたこと等を踏まえ、有識者及び関係省庁等から構成される「住宅用火災警報器・感

震ブレーカー設置・維持管理対策会議」を開催し、感震ブレーカーの普及推進に関する具

体的な方策の検討を行います。 

 

２ 主な検討項目 

 (1) 感震ブレーカーの普及推進体制の構築について 

(2) 感震ブレーカーの普及推進に関するモデル計画について 

(3) その他 

 

３ 第１回開催予定 

日時：令和６年 10月 31日（木）15時 00分から 17時 00分 

場所：東京都港区虎ノ門２丁目 9-16 

   日本消防会館６階 Ａ会議室 

方式：対面・WEB併用 

 

４ 会議名簿 

別紙のとおり 

 

５ 資料の公表について 

本会議の資料は、会議終了後、総務省消防庁ホームページに掲載する予定です。 

  

大規模地震時の電気火災の低減を図るため、感震ブレーカーの普及推進に向けた

会議を開催することとしましたのでお知らせします。 

【問い合わせ先】 
消防庁予防課 川合、泉、村松 
TEL：03-5253-7523（直通）  
E-Mail: yobouka-y_atmark_ml.soumu.go.jp 

 
※スパムメール対策のため、「@」を「_atmark_」と表示 
しております。送信の際には、「@」に変更してください。 



 

「住宅用火災警報器・感震ブレーカー設置・維持管理対策会議」名簿 
（順不同・敬称略）   

<有識者> 

重川 希志依 常葉大学 名誉教授 

松山 賢   東京理科大学創域理工学研究科 教授 

<関係団体> 

秋本 敏文  公益財団法人日本消防協会 会長 兼 一般財団法人日本防火・防災協会 会長 

山口 英樹  一般財団法人日本防火・危機管理促進協会 理事長 

伊藤 龍典  一般社団法人日本火災報知機工業会 会長  

二瓶 浩一  一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟 常務理事 

伊豆原 孝  一般社団法人日本損害保険協会 常務理事 

 塩見 紀昭  公益財団法人日本賃貸住宅管理協会 会長 

 髙橋 良典  ガス警報器工業会 会長 

 楠田 幹人  国土交通省 住宅局長 

 鈴木 政子  静岡県女性防火クラブ連絡協議会 会長 

 田辺 康彦  消防庁 次長 

 吉田 義実  全国消防長会 会長（東京消防庁 消防総監） 

 市橋 保彦  日本消防検定協会 理事長 

 髙橋 謙司  内閣府 政策統括官（防災担当） 

 殿木 文明  経済産業省 大臣官房審議官（産業保安・安全担当） 

 阿部 達也  一般社団法人日本配線システム工業会 専務理事 

 武部 俊郎  電気保安協会全国連絡会 会長 

<オブザーバー> 

送配電網協議会 

全国知事会 

全国市長会 

全国町村会 

<事務局> 

消防庁予防課 

 

 

別紙 


